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二 二 一 〇 〇 九 九

〇 〇 〇
規 北 特 北
程 海 定 海
道 調 道
情 達 百

）

一
一
八

道 報 道 契 道 年
人 公 選 約 立 記
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流 八
館 日
条 か
例 ら

が あ 守 み 然 、 日
で る 事 、 ふ 同 に
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こ め 定 退 い 日 る
と た め 館 交 及 法
と と 、 さ 流 び 律
し き こ せ 館 十 （
た は れ る の 二 昭
、 に こ 秩 月 和（

第 当 違 と 序 二 二
六 該 反 が を 十 十
条 入 し で 乱 九 三

い 項 こ 森時 幌
交 関 の 林間 森
流 係 規 公は 林
館 ） 則 園、 公
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休 制 然前 自
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林 成 月
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自 年 日
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な 館 を 館 と
ら 入 者 拒 知 の き 前
な 館 の み 事 制 又 条
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は 管 し 日
退 理 て
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る 前 。 開 第 条 趣条
。 項 ） 館 二 旨
の の 時 号 こ ）北
規 開 間 ） の海
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入 に 又 そ そ れ
館 違 は の れ あ
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す 知 十 休（
る 事 二 昭 館
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と 、 二 二 は
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あ要 ら め 園

野 十
幌 七
森 号
林
公
園
自
然
ふ
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交 い と い 若
流 交 。 こ し
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あ 日
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と
き
は
、
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に農 示良
よ道年 第

り）４

法 野田

、）月

区の

のの平

次そ地岩渭

地関成

区係
月

つ類４

に書年名内津

日
也月

年 達

いは

海
北

同同

告
道

示
第

１１３１

畜
患同同同

畜 の 号

発患疑畜

り
お
と日の類

。
た

し・患別

生畜似の

昭

生数
発頭

平事 号和 農同
免成業日
の 年 農

月改

律 整４地

法 道年土
９良

第 備

日事
樹画 第

大計 ）
、業 号

町の

事か土暗

の変 条

て、
成が改ょ

、平日ん地き

い良、

道
営
地４水合画

土年排総区

改月整整 業
国備理 良
事日営）

］手

のら帯い

業か附担

の 土
地日育

号

改改
地地

土土
内川

知深
区区

良良

紋番白河 野

の郡郡地

別 付地老西番

老別

雄 別９白更２

郡 郡

字 大字字

町 町町村

武 海

北 成森更

一 野南 雄二 武 番９南

三 地番４
地線 の

場 道道

海海

北北の
生

発 行更 の

堀堀
所

事事

知知

項
地意 ５
土同 第

うに ３

。 お
良た に

改し
基 す

区 用
地 準

川 て
相 い

型

改間成

同北整 同
盤 る

業般
事一］

良、
覧北用

更縦業

種 変の農
水

を供道排

画に海用

計
た。
める事類、

定す知

成
平同同同

縦北同

。堀

法

日

也也月
年 達達

生
発

道促 第

海備

釧進

路条

空
覧道

海

庁１盤

支基 第

所庁

也支
場知

達



２３４

氏住意額

マ随平随随月

リ意成意
契契 ン契
ネ約年約名所約

ッの４のに

ト相月相係
京契円 北手２手株東る

海方日方式

北 海

１ 北

次 海

の平随

同同

道

と成意 告

契 お 示

り年約 第

随４に

同同意月係
る 契 号

約日特

道 公 報

同同同同

同同同同

第

同同同同同

同同同同同

号

ネ
ー

ヨ同

平病
成
十
三牛同
年
四

氏社江金

道をの会都約

ヌ区

器定名エ東額

機決

テ洲

賃たび・豊

のし及

目
・丁

借所ィ三

貸日住

定

ー号
デ３

・番
ィ３

テ

名

方の

同同手務

相役

の

数 ２１しび

定及

決称

を

同同同

川広
中北

。量

た

広地

２４３１

同
網地野地標

６

同同

番 津 走付尾 線４の

線天

６１１９３

同同同
上足 地標番阿

塩 津 の地寒線川寄

月
二
十患同

日

１２

畜

金

曜

河線野

日

川北
中市

郡島タ

付 東９

海

字里北

町の
豊

道
知 番 里
地

同同

堀

地
番事

地 郡 郡郡郡 南
幌海樹 番２ 中 美別大 ４

町 字中字

津 町町町 地標
計 岡別和

字 豊西萠

根

番郡

同同同同

番番別番

郡郡 郡 郡

瑛別富

中鶴番美陸地豊

字字

津村町町町

標居地

陸ナ 字雪福上メ

町字字
東ベ 岡原間別シ 豊裡富

野宮

北９ツ

士地
郡 郡番

同同同同同

音西 上

中 字

町 町

海 幌

別

更別

西

番

１２３

成
平同

安所立村

保場指指アイ
伐伐林

定木 林主主森 定

備 の伐 定はと整 施の 予

達

森、し

也

定 北

森す 海

る平

室同

道

予成

林 蘭

告法 市

定 示 崎舟

で年 第

和 町町あ４

昭 守見
２る月

の平

のあそ合発

次が組
届 おた事成起

の とっ
出 り。務

の 係 船に４

に 漁所年人

損備月

北

漁

７

海

船 道 契

損 号 地

告

害 ） 方約名所

示

等 第 公に在

第 共関称地

す補 団条る償

契契

約意意

契随随

５６

採 業 方よ

手に

相約約

の

の伐伐画 目の

林択て計

法よを定

所に採で 方 要

標

。るる

るすめ

在的件

伐

越図砂と準

山の土こ
齢

八示流で期

郡にのが
上

町部のる以

雲す出き

桜分防立

。 号 丁年

地法 目日 番

律

地

第 番

第

山越） 北中号

秋修

る

２
の

男一条

指 害え
て所 漁 補い

定 等置日住

成
書 施平及 調 法、

船 償

び は 行

、 令

漁氏 年
損 和月名

船 昭４
害

体

等 年日

法 第号

物務海海 １ の事北北
水札和 第 品を道道昭 項
２ 等担

又当産幌
務中法 の はす林市年 号

第 定 定組部央律 規 特る
に 役織企区

務の画北
整条） る の名調３号 よ

をっ
達及課西第 。 調称

の

続
手
た
し由

定理

決た

限はも

野に備木
該す

１。当と

のる、の
立る

・）

の

・木。
す

１在

の所

項
１

室第

３町

上市

以る

蘭海 よ

北 に

室定
規

の

蘭

よ

業の

事 次

漁知 、

道 り

令ら
補 政か加区

協う

堀

入名

償
法 第

日 第

号間

）、漁の

般海出 第

船 第一北申 条

す 項

害 条の道を １

損 ５

補 １覧事る の

等 第縦知

の供堀業 出

償 項に漁 申

第 規す協 を法

び研６ 手
の第 在普目 続条 所究丁

規

をの

例項 室 特１ 地及

同

令る

政よ

るに

め定

定
平意

一
二
四

て市

いる

つ係

にに

筆村

を

組林

達 安

同保
に

次町

定る同 す

合指

也

に。組 る

１

るの 業第

よ達合 漁条

成を
出同項称

届也名 協

第め 令た 政る 年め ７求
、



北

農 海

林号 道

水） 告第 支

平 産 示 次庁

成 大 第条 の経

十 と次済臣の三 おの部か規年 ら 号定 り図林

四 と」務、

北 海

アイ

主主村間 定
立町立

指指
施のの 伐伐森伐

定木木

し整係 の伐伐 はと林に

択て備る 採採 業、

道 公 報

２

場指指え保場

備

所置安所
定 施のて予

定次い林 定
はに林 業」覧森 の図縦

第

定１ 北

森す 海

る平 道

予成保

林 庁

告

安

法 経

定 示 済

で年林 第

和 林あ４予

昭 部
務る月定
森 。 号年 課
及日林

号

立次

ウ
木 間の

り図 伐 におの

の 伐と次

に 森す及 の
ると」 採 係

月 よ す及課次

二 る るび及の

十 通 。びよ

日

町保が の部に知 次乙う
た り場林っ お役安あ と

金

は備指。 」にを

曜

省置す

、え定

日

伐伐計森 目のの

略いる

では度

に採画林 方限 要

次

るす定、

的件法よを
と標と

公こるの

。るめ
と

保で伐り

のが準お

衆

。

立以る

る齢す

健き期

省す所

要、供の 目

木上

爾

、）
し。

的件略る在

の図郡

衆木の志

公立そ

町

健採を部

保伐面乙

の

の

法

止道旭

禁海字

を北

雲在

第 八所

律 び
町

に田 第

場虻 ） 役号

備郡

第

い町 ２

置極 の

え京 条

。

林るび 限

縦川 ２

て字

は度
おり

とお

のと

次の

、次

。略

る省

す、

とは

り」

そ覧で

、縦定

して予

し

、

面す旨

図供る

のにあ

係法

関）林

び。森

及る
書
を和

類昭

す
該と

当の
、も

はの

北

市
る
す
在
所
の。
木る

立

す後岱

村
町

る志
。支

示 林に 部図 済の 経次 庁

限 京に び分 及部 課す 務

の

覧西 項

極

に

規
定

供

図 。海 よの る北 に次 す

す 事 次示 知 、に ）道 り
保限 にに う分 堀 よ部 の 書

係
関
び
及

面
図

の
そ

、
海
北
を
類

１２

山第

檜律

道法

海年

第 北

国 海

条平作作 道

第成業業

土
告

種期

地
１ 示理
項年類間 第

長の４

院

解

１２３

市
る
係
に

規月

成除場安目

平解在保た

に所林的除

月保ての ４るし

年係と

定

に
場） 役。 町る

北

森を 海

解 道

除
林 務

告法 立次部

す 示 木の治

る 第

和 おの課。

の昭 と次山

伐

を） 林。 達 安る

り図及

２３
指

也
森間 定
立村

指指アイウ

施の伐伐林伐

定木主主
、し備係 の伐はと整に

安所

平保場
１

支
島
渡
道

林

成

か 月森

４定

年予

基平 定 号ら
、に日本成

次よ測

と通４

のる量年

お知１月

りが：
日 基あ

か 本っ

ら 測た
を形成

量。地平

実図

安指

河

所れ由

のさ

日林定理

防理

郡の管

棚砂川

瀬飛

字用

町設

棚備施

瀬

採号

限

法 す及室 の年 と」び

第 度。市

律 るび蘭
次役
の所

りえ第

お備） とに号

」置

業

省縦２

、ての

はい条

伐画森 目の
択て計る 採

を定は

に採で林 方 要伐

る次

るすめ、

的件法よ
と準と

筆公こ標の

。る
で期り

先のが伐お

地衆

る以す

筆健き齢と

１保

林

有立上る

国

市御
蘭・
室先

在
所

日の

修年

町３
南町

恋水
母前

る測月

す正３

施
旨量

法海 量北で 測ま

、）日

一 道

二 昭知

五 和事

す

町と

本地

年堀

る

堀
事

知
道

海
北

め ２た の

の

、供項

しに２

略覧第

）に

図。定

のる規

そす

の

係次

関、

びり

及よ

面

も

林木の。

をう

類よ

書

該す

の当と

次、の

。は
所

すの

示木。

に立る

図

町

る市

限る

にす

分在

部

丁目
３丁

。

目
の
の

・母

海先・

北地先
１地

１
水町

事前北

知御恋

道

達 第
律

法 ２丁

堀町

安

海保

北に

也
達

）
号也

に

）村

林指

産の

水林

道

丁目

町
市

る
係

目
達

地３

也１上
の以



平道路道

そ日
の１２３

の線の

関ら成路路

のか
係２
間４類名域

図週年種区

は、月

面
、一
北般日道北

北 海

更 北

道し

２３４

海

た 道

。
路 工工工

告 事事法 事

示 の開

第

和 の 種 区昭 始

間類日

号年

道 公 報

事１ 北

過を

４

海

疎次平路 道

地の成

工

告 事

域と 示線 開

自お年 第

の立り４

始
日促開月名

進始 号

特す日

第

平路工工

過を
事１２３

事事 地の成

疎次

線の 域と

間類

立り４種 区 自お年

促開月名

進始
特す日

号

北 ３

道
海

作

告 業
平示 地
成第 域
十
三
年号 北

四

覧蘭

道縦別

海の道尻

海

道す車

部供停

設に越

建
び

及
課

備
整。線

路る場

寄築成

律 足足改平

法

北

第 寄
郡郡
足陸年

第

町町月） 寄別４号

大字
誉上日

項

町原１

本別第

地利条

野

措。寄

平別る足
番基の

置町

成
４上

年法道

成寄

月平足
大 日

第
律線

法地

年誉

笠笠笠築

別る三三三改

法道唐幌

置市市市

措。

美松内
町丁

成幌山１

平園青町

内

目 年線

法番
か９ 第先番 律地
地

月道

二全

十域

日

金

曜

日

小
道

海
所事

業知

現道

木海

土北

定

地線規

い
置
え
備堀

に

４

、

か敷り

先川よ

地河に

ま区

先の

地路

）道

ら地

第
）

号

の
次

を

で域

の事

項知

１道

第海

条北

）先 号ら

る
よ
に
定堀

規

で 第ま

の事

項知

１道

第海

条北

也

、
て達

る
よ
に
定堀

規

更の１

示
告

北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成道

路
告

路

法

係２ 示

図週年の 第

和面間４種

昭

林

３

変
り

お
と

は、月類

路老地班

道区白白班森
か２

事国 の郡先い

老野

区林 域老ら小

業有 区白

２

工
の也

道
町達

町白班

平道路

道しそ日

更の１

法。関ら成路

路たのか

の線 係２
面間４類名

昭図週年種

工
の也

道
市達

は、月

和
道
海
北

御磯１御

告 谷 地成地成

示 先 郡 先

第 か
越 らら 番番 蘭 か
２１ 越

蘭
郡

谷

区磯
磯磯

、一 号年

縦道

律海の道

法北般日

建覧

第道
設に

路る 第

道す ）部供 号

整。

白

及 １

課 第

備 条

字老地

野白ま 班事 森郡先 林老

有町 ２区 国老で い業

間林小字

前別
更の前後

変後

年、一
海の道老

法北般日道白

建覧滝

第道縦大

律

設に線

路る 第

道す ）部供 号

整。
及 １

課 第

備 条

地地 町

号

まま 御 郡郡 先先 字 谷谷

越越 でで 成 蘭蘭

町町

御
字

町
前後前後

字番字

成

び 項

前別
更の
変後

間番

川 よ

旭 に

道 定

海 規

北 の
路

現道 道

木海 、

土北 り

備堀 域

に 区

所事 の

業知

敷

え を

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

に

道 定

海 規

北 の

び 項

長

道

木海 、

土北 り

蘭 よ

室
に 区

所事 の

業知 路

現道

え を

備堀 域

でらで

まかまかまかま

でらでら

敷
地
の

員ら
か 幅

一延

二
六

、 お

て達 と

い の

置 次

長

等複
道
国重

変示
告也 り

達 と

い の

置 次

の間
と区

国重

変示
告也 り

、 お

て

の間
と区

等複
道



北

公 海

有

路道

道

水

道

告

平 面 示 線北

成 埋 第 進

十 平立

三 取法

年 号 名線

四 大

北 海

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告 ま

係２ 示 で

昭図週年 第

和面間４

は、月

年、一 号

法北般日

道 公 報

丁川２

区旭１３旭番町

川地
市先目市条

大１ 地 東か
１２目 か

１ら番町丁 先

４川地条６ ら

条旭

第

２

地伊川道路道 上

）香敷路路 川

種区

郡番か牛地の線の

） 当２らま類名域 麻地上
郡５ 先 町川番で

号

名域
区

線の
路

路道区

月 正

二 供勇別先

十 払町ま年

日

別第 用穂穂律

郡字で法

別
町道

開字有号

金

別苫第

穂林）

曜 小

始牧条

番日

建覧

第道縦

律海の

経第

設に
路る 第道す ）部供 号
整。

のび 項及 ２課 第備 条 後

北 規

川

丁市先１番 旭

目金ま丁

町６大先

２星で目地 市

別
更の前後前

変後
間番

敷
前

地

当地道新 字

町川 香川
麻先道旭 伊河

前後

線
場

車

牛敷字河停

転変後

自
峡

雲間

層
川

旭

１ 地
敷

線
道前別

車更の

の 先 の区項 地
営１

に 勇 区班定 ら
林規 か

間穂地、

班り 郡
小よ 払

り

用成お

供平と
の
次

海

開

定道
、土北 り で蘭 よ ま室 に

業知 の現道 次木海

道所事 路に の備堀

い を置 用え 供

の

でら

かまかまかまか 幅
延

員らでらでら

国重
長

らでらで

かまかま

国重
長

延
員

幅
の

公
有

始
の

水 期
日面

水の

許 面有項

免公３

ウ

始て達 開

埋町 月
面市 年

等複
道

。示 る告也 す、

の間
と区

代位区

し埋

アイウアイ

道

認立 功名表

ん
ゅ氏住

の１
の間
と区
等複

て成し

立平
埋

ゅ に

立村

る月功 す４

ん 関年

第
及法名

日
び のの

留

点点積号第

地地条 番
平
成萌 のの

７市 地地

年 点点
かか

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

かか

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

港らののののの

の漁か

点

点原方地地地地地

地

かかか

と点向点点点点

２角かか

氏 け
受区 はの を

可又者

次

者称所名域置域

た
名

北札北留

の 番 萌 海幌海

先 礼 中知の 地 市 道市道

認

の 受 央事地

工

日

ゅ月

し年

のの 事日可

可成

認平

を
功

ん
し

方方３

らら月

。４

た年

砂

角角
向向日

防
第 度度
分分一

二 号 秒秒七

らら
向向
方方令 のの指

方方方方

らららららら

向向向向向向

方方方方

角角角角角角角角

向向

度 度 度度度度度度

分 分 分分分分分分

秒 秒

のの のの 秒秒秒秒秒秒

方方方方 方方 のののの

向向向向向向 向向 方方

方方

の補１ららららら

地度方方方

向向向向向 点北
と緯分角角角角角

を

度 度度度度 結度秒
の ん

分 分分分分 だ分方
向 線

秒 秒秒秒秒 に秒

の のののの よ、

方 方方方方 っ東
の向向向向 て経向

有 ７ 北堀か 公 町 区点
囲

水 番 ３ら

条面

丁点 ７ ６也地 、 西達の

目ま 番

で
を 、

順

月

、結

１に

番次

堀
事

知
道

海
北

日

点点 地地 のの

地地 のののののの のの

点点 点点 地地地地地地

点点点点

地 ま度点 れ

の

地 区ののの地 分の た

地地地点

ん

）点点点 秒点 域
だ

び 及

及 １

線 番

也
達

び



面
ウ

北 海 道 公 報

原
点

第

表
住代位区

埋

イウアイ

者
立

号

２
しし

ア

平ゅゅ氏

成んん
十功功名
三

又 認認

年

可可

四を

７８９

地地地地地

ののののの

点点点点点積

点７８９ 点
６のののの

の地地地地

地点点点点

からららら

点かかかか

の

２３４６

ら方方方方

点点点

地地地地

ののの

点

点 点 点

地

のののの

１２３４

点

かかか

点点点点

地地地

のの

３１１

らららら

か

点点点

地地地

の

原の 域三 だ

地

、の三点 ）点１ 線１等
点らの地 ７地角か３の

向点か 地と方地点 の点

威角から 点

か６

所名域置域

氏
区 の

山地のらの

札北檜１次

地

幌海
知上の１４点

市道郡先

地を

央事ノ公ののと

中
堀町水点点結

区国有地

のは
北

月

年
受

二名 け

十た 月

日

成海

平北

日者称

金道

年

曜

月
４

日

向角角角角

方向向向向

角

度度度度

度

分分分分

分

秒秒秒秒

の方方方方 秒のののの

方向向向向

向

角角

向向向向

方方方方

角角

度度度度

分分分分

方方 のののの 秒秒秒秒

向向向向 方方

ら方 かの王

方向 ら地山

点度向角

のと角

度 地を＝分

点結－
秒度分 まん

の でだ

方分秒 を線

向 順にの 秒方 次よ

の向 にっ、

方 結て

向

だ

３字面とまん
ん囲＝

で
順、

西達歌１を線

条原

の ６也

の

目１点に６

丁番地次
をん地

、と結
、７

２ん線と

番結だ点
の

、だ
線
の点

番、４地

日

３

の
点点 地地地 の地 ののの

地点点

年
可の

行認更 行
施施変

地

２

地地地地

ののの の

認所 合業 更業

変組事事

年所行 可のの施

だま－の
地 線れ

の 点 及た

地 び区
施行認更 業行

事施施変

を

及１地と

地年 行可の

地と結

びの点
ん

画１

番点

北

土整 海

理平 道

組成組事

地
告

業

区
合 示合 画
の年所 第

理定４のの

整
款月所

市 年水の

許有項

免公３

役

区日容
月内 埋町 月

面

更川員

美平事変上変上

前郡後郡及

瑛成務更川

総

中年所美美び

町元所
月地町町代

町８在瑛瑛

の栄本の

、
本

更２４選

町日変町町被

平

日称地間

月在期 名

、

成瑛川成

上役督平美上
町郡元

川員促

郡の手

通瑛９

美被数年本美年

挙に月土町月

瑛選料４

地栄７

町
本権関

画２か

町にす日区町日

間区日容
月 期内

４関る

川更

平上大平事変上変

所前郡後

成川町成務更

年美丁年所美

４郡２４
、月地町

１瑛目１在瑛

の扇

月町
北大

か１３更

日町町日変町

法

在 名 の 号

を
和更

昭変日称地
町郡

法可瑛川

年認美上

。西瑛

第た鉄美

律し

土町

立村

画 第

区町 ）

地扇 号

び第
及法名

日
９国
成ノ

平上
号第
条 番

目目権

栄丁丁挙

１
年町

町１す

西番関

、６に

町

変

丁の

１定

各規

の号る

す規整丁ら
部
一

の更

目

の組成

目る定理目平

丁
６規
番定変合

更月

号変３

１の更年

及

平目目

ら丁丁

で
ま
日

北び

成、
丁

月丁１

３２町

年町本
目

一

で町各

ま北の

日、目
目

丁部
３

整
北 規

の
項

合 １

組 第

理 条
次

、

事 り

知 よ

道 に

海 定

月

の

堀

第
防

砂
日

一
二号

八

り
お

と

、
目
丁

１
町

大
、

区

也 地
土

達



場概海北
北期

２３４２
道海

日

平 農道

成 業農

十 時所要・業

三 農・

年 村農

四 平のあ振村

北 海

り知平事

室お通
とる１

赤争が成

蘭
十議あ

月

血為た４件

字行っ年

液を。

セ行
ンう日

道 公 報

あ

時所要

日場概

２３４

平全病

第

議あ平事

医争が
り知１

法行っ成

療
人為た

う月

田行４件

亀を。年

病
院旨
労、日

号

日
月

年
可

認
更

変

月 成室組ら興振

二 蘭合ゆ条興

十 年赤員る例推

日 ４十が形進

事争成画

月字従の平計

血
る行年定

日液す議９を

午セ

金

職を海た

前ン全為北め

０タ

曜

にう条で

時ー場行道の

以

日

賃勤そ

タ旨

降お。例、

協体他

労労金務の

ー、

等等要

組関定制の

働働

関要に 執調にの求

合係

るにす 委法す求関 行整
和争す係 長昭係関る 員

る争 小

場療老ゆ

成次職医院ら

の そ

業人保形

の年事法人る
施争

の月所亀健の

他４
に田 要

い院グ行

求日お病設議
ンを

関前て、ラ為

に午
る時医療ド行

す０、医

法人ン。

係以療法サう

組働賃一

働労

争降

公
調上の

係引金

合関金時
に

委法の求

行整げ要

執
員要

関る

和にす

長昭求関

佐

成
督平

法る争

藤年す係

促
手

に月
料４

数年
関

条

本い第同

定
規

る
す日

問て

第項

解室）５

題、号第

至十条規

に赤６の

決蘭

項よ

ま血１に

る字第定

期ン規そ

のセのり

で液

泉年係

ーに要

間タ定の

北

子第
照律

法争

か

事

平第知

、）道

ら号海

成
条

の
月項
４１
年第堀

田病

問亀田田

本人亀亀

に労院

決院分

解病院

題

病

ま合北

る組田

至働亀

員医

期合、

の組院

での

勝第争

律係

が療

間

か

表

道

平第海

、）北

ら号
成
条知

９の
月項堀

４１
年第事

労よ旨

更
変

の

、定
日規

１

合第の

組、次

働りを

４

海がが対

計平北我我に

道国国す

画成
期

業社経国

間年農ののる

・会済民

度

のよ
次に也

、定
日規達

３

軽推計道国市

のしのの

し、減進画農に町

とて
て」」の政対村
て関

、お、な性のしや

いど格施

人

従法

農し担、策、係

１２

る田

す亀

事
計我農興こ本

ぐ道振

継
と画画が業にれ道

」計

で農

い策策国・関まの

村るの業

う定定最農す

趣のの施取・

条のの大

とる也

のよ
次に達

例考

会道基北

お通

道上

は新のそ農盤海以

・あがの

じし実の業で

、め農る形考

めい現た

］代力に村農作え

に時
強はの業ら方

第

お
と

世く、す・れに

期

公成２

り平
表

意

。月道

る４海

す年北

農経動

度を情、の

年村済向識

め勢農変
の国

かる物、

５ぐ産化
政

）際農

間勢国の

年情

の本団

食き
、動

給の
需

て手例方道体

業くい条

実対

農安育の向のに

・

セ策明情し

村全成施を

そ

担低ン体らに、

がで

ににしれ

っコタ系か即

いトを沿すたぞ

てスー

、策の

るな中っる施れ

づと施中の実

役米心て

組農
にくし策期推情

割

料築を村

のえ旨食構策
目画道

念供を計を

理方

しかの

沿地指的民

に給
北総重

たと、つ貴

っ域
道的財

業て海合な

農し
業推と

農本農に産

・の

農る立
のの・進し

村道

産とら村。っ

紀生ゆば
とさ資

迎力りしのて

を
えが
る全や海

、高うを源北

様の

然農お国多道

自い
恵基の発な農

の業いに
るし能・

み盤あ信機業

ど村

一築生てな農

をを

農

層く活い

計
進

推
興

振
村
農
・

日業
画

て
率い
給つ
自に

料等

要

、
向述
動記

の

一 食

二 生

九

りたを的進・

化
変

の
活

制割

い」総積指や役

つ
道的的度に

て、合極針

就推善じ

民生なに改応
望取

解基農進要た

理産

提を

促の援・組

の盤支

の待

」画策案期

進計対

る整り

図な、よ

を的」

興割村る育

振役農すて

推高興めと

をを振たむ
条

な例策う

進め条にい
基

、条の

ら６例

が第定
き念

とづ理

力基本

活に

豊こをくをを

力、を

魅

くと民民

かとおこ道道

体貴

もどれが全の

なな
と求農事が重

のがる大
のあ有財

しめ村で共な

ると

活れ社りす産

、ら
あい経まこし

力て会、
環、に育

ふる済たとて

北
）

旨

魅境北よみ

れ。

農
・

業
農
、

堀
事

知
道
海

村

ーろ

ととリこ

こ備クど

担業

め負農

始元ン

を地 ふ・化

あ業体

に農具
と

、

本のも

た村る

れ農す

来

あ実道、将

力の海り

る現の

村北展紀引

農、発世に

也
達

社海ののき



１
課

な産題業

ことと主生農

たにも課構》従

のもと
新及の者

め、に題造事

持高

ク村しび維の

、農
ー定開組強齢

リのい取

北 海

と方立

持供農ど場一存

はれし、を

続す農村訪

取へ農るて北危

可る村

く

な組の業人、海う

能

年のす

農を期生々近道

のや、農る

業推待産に

の進と

道 公 報

２

役一を 調北

、る

和海農世こ割方守

へにた国営

、道業紀の

」

報業のおめ際み

情農

て北のと

化・期い、化

科村とは海流し

や農待

第

１
我我 主農本本

紀国国

要業道道世がが

得農農ののの

農所のの

会子

物は村村展社少

作
少域、経・

の減地は望

付傾は豊済高

作

号

２
海家地

北農農

平道数の

成農は供
十業、給
三・後は
年農継増
四

、

ン住かの化化

村者え

継

業境た本後

農環れ基

の

推高域向者

のを地方

取づ足

なる会不

進め社

に

よをりど

に組くな

ど
、進り

、め推よ

り進を

はれ

展役場す高村恐
農

あぎ評、も

開割でらく
憩口り

よるや価人あ

に

をな農

、同い減、

りと
供にの

全に提ど村

安時
、り力

安域しよ活

・地
ら域保

な民さ地を

心住

国

学の役、道れて
食の

料業な民

技役割食農の

、で期

の、はかの

術割

民輸に

展境国、待

進環
対農え

グ題に入応

、問
て物こ

ーのし産る

ロへ
全競が

ル組安とと

バ取

展社

は向、かの齢
化が

少特口自望会

減、人な

向米少やの

傾に減然へ

あの高し行

に価、美移

一落化景価

る下齢い、

、稲進、観

方での観値

乳所なら変

生作行さの

月の不る

二現足一

十状、方

日

が

題従要

問業需

と農、
者減

点事

金

高し
の少

曜

化農
齢、

日

ラ戸

の村家

村農農

等地

境に減

環フは

然イ数

自

け

りを続

よ値を

を価少

すた

なだま

かい、

豊見

し

料生に社持
の多農

も
い

産の教のて

生活は会
こ

、、、力く

と場育活
が

業し間低と

農美人を
め

持農回、求

がい性下
れ

多景のらら

つ村復さ
い

的や能はて

面観機に

要

な重、合必
な自を地

なが

時な心な

ど要安し
料

潮料食

の題食ら

代課
的を

つ定給

に安供

流を

述給た

記供し

てに通

い

がにはや

生得どに化

す

きり育イ

量大よ教ラ

産
減活場ス

やく、のフ

は
加低しイ

増少力とタ

や

様

懸目多

の注の

下てル

ギ
り給
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種ううう・ ととと の

富

団渡胆道後
）

用

類造
醸

壮札深余

名島振央志

地

町市市町

飯瞥幌川市

七

地の

と効どと園地

関町

に的にらの概

も率うか

整い省盤

、なつ、基要

をは・備

荷備て力整

出
進今コ施

格促、低や

規
るもト・

統す後ス設

の
域要を業

に広需化作

一
よ

月出的需

二荷な要

十や視に

日

た

の立し

格に応

規点対

一た高

統っ

金

困で質

が中品

曜

な各つ

難、か

日

にす

育及がも有

状団ク

幅優

、重が、る

成が急
いた

給とて広れ

需要れ
良養

安るる優栄

のない
種等

、でで品価

定のの
育研

要そ実のを

需、、
やし

拡促モ成究

のの証

組ネ 岩良術での

大進デ

すト 沢町の織ッ 見野等

ク 三平団ー

位るワ 市高
を活構 市化のの 笠準体

強進 川りをを 深図動築

砂仁

域する

広化め 市、

町

係野達益川木

大伊浜

市岩旭小

町市村市
滝毛
増
市 町

沢市市

見川

る濃の図機

名

市
川町 村

選生大たの

共密拡っ等

共団期規同

・産が大共

体をさ経用

販地待模利

を成、に集

制形れ営、

立る品る荷

確す高よ出
の

るな定制

す。質安体

ン

に単ー

況地リ
た原生

創産

。、道

るでな

あ位
活定
を安
夫の
工実
意果

にル革、

地生
しな
か的

めを的能

図努園新機

を

る次１

。
たる設な性

る
北

地道の 海

営者平受 道

住に成託

方
渡

者

自
宅委 島治
の託年の 支

平し４名

法
庁

成た月称

施
告

生と 野密と 良濃る。 富

千３１２

産も

北

地歳月 海

平受受 方市 道

自、日成託託 石

者者 治恵ま 狩

法庭で年のの 支

施市の４名住 庁

行、期月称所 告

各い
に置

市
別

冊庁一成

別支て平

」経般
覧月

省部縦４

は済の年

、の体率

め料産効

略林

北お

出産をな

集生制的

農害農め業道定

林海り

働おた

業虫業ざ労にめ

予取。力け。

にののす

・組確林

い察りのる

お

色体
特給
の供
域産

て

ーは・

リ道料

ク本肥
学

行 農ま薬

ン恵農

。 示令
年日 第

４財 ７

月団

昭
号

１法

和
平館

令ら函

政か
年日人

成市

第

住 号
第３都

）年宅

令北間 示

広に日 第

昭島お財札 ８

和市け団幌 号

及る法市
区

政石賃央

年び家人中
５

第市徴海北

令狩の北

に収道

）在務宅西

号所事住条

第すを管６

し務に

のびる

そ及す

、課供日

支

、働
は労

冊工
別商。

庁

水
道課
海光

北観

をの労

も交み保業

産北

進進力

りか促促働

、信
る関確

ご乱すにの

んく
有とす保

の、
ん質も法促

さ機とるの

」材、に

さ資に律進

病投費成す

等の消平関

の

推自減

のた低

業れの
下技

のの
境め
環た

進然
生生

然や
自発

、開
で術

月市
施

海社 １
ま北公 第
日設 条

間島 規
期渡 の
の道 項

で
り
け長 よ
お庁 に

に支 定

る次理丁

賃 函
家泉 、

る

道の公目

住に北番 第営者社２ 条
の託道２ 項宅委海地 １

支 定成た狩 規平し石 の

。

山 、月 り４長 よ年庁 に
日 札１

告

業支
林志
部後
務道

林海

示

っ道

課あ海

興に北

振庁

堀

済商
経は事

びて知

及

基

害入者８る

雇労
部工

計

抗耕理法本

抵やの年
を

品的と第画

性種解律

種防信

導のが）平

の除頼号、

入組得第成

や合ら４

ェなる第４

フせれ条年

ロど道１月

と盤
系基
態産

モに産項

ク推
たを

しり
和く

調づ

一リ進

四ーし

〇

川 館

にこ
業る
農い

ンて

雄 在
事 所

収睦 に
徴 市

の

文 、ら 市か本 幌

すを
務 夫 別成 江平 策）達

対課
用働

、年 市 びえ
並備也

課に

をり実規、

ンよ果の日

用リ供に冊

利クの定別

たンをりと

しー給よの 果
み、

組ら
りか
取と

、

化樹
、



北 ７

海
道 契

野 約名所

平 幌 に在

成 森 関称地

十 林 す

三 公 る

年 園 事北北

四 事 務海海

北 海

４５６

契一一平 落

約般般成 氏住札

の競競 金

相争争年 名所額

手入入北

株札をの道

円方札札海

式幌決公空

道 公 報

平落北落平落

次

１２３
者

と成札海札成札

の

に道を お

定３氏

り年係空決年の

月特支し月名

一４る知

及

般

定庁た 競
争日役合日日び

第

北 る次１２

海 道の

道 営者平受受

空 住に成託託

知 者者 宅委

支 の託年のの

庁 平し４名住

告 成た月称所

示 。

第 年日

号

北

地

２

道
海

方 受

後自 託

志治 者

支法 の

庁施 住

告行 所

示令
第

月 務 を道道

二 所 担空岩道
十 告 当知見野日 示 す支沢

幌第 る庁市

１ 組総８森

号 織務条林 の部西

公金

称務丁

名総５

園
曜 及課目事 び

務日

社中し支

会市定告知
所

北続示

東区手告

央た庁

西号

業条６

実６第

洋

庁所

入務同住

番
２

目
丁

及掃

よ称清

に名舎

札の

を
者量

札数務

落び業

り
た
し

定式

決一

４財札

号

央

日人中

１法市

月団幌

成道５

平海北

ら北区

か

住条
目

月理丁

３管６

年宅西
公

３昭 函

号

市

和 館
目

第 丁

令 １

政 原

年 美

号

号

第 ８

） 番

在所

地告
示

庁
支
知
空

道
海

北

。

号
７

地

ま北番

日社２

元
水

長

支

間志

期後

の道２

で海
山

賃
家浴

る
け長

お庁

に
に

定
規

の
項

１
第

条
徴
の

小
、
り

よ
市

北 ７

海
道 契

選 約名所

挙 に在

管 関称地

理 す

委

４５６

る

契随随地号 随

約意意） 方 住意

の契契第 公 契

相約約共 所約

手に条 団 に

１２３

彰
秀

係円方よ

意成意氏

平随平随平随
契

成意成
契 契

の４の

年約年約年約名

正

月係マ相月相

４に度

を
務久

事
収

北

次

１２

海

の 道

と

受所

立

お

託

中

り 在 者

央

随

の

水

意

名

産

前の
塔次

す
在

所
に

称地

自車に成

方駐者平

地
治場委

た月

施平し４

法の託年

成

員 事北北

会 務海海

告 を道道

示 担立余道

第 当中市

選 す央郡

号 る水余挙 組産市

管

の験浜

織試町

理

称企町

名場中

委

及画

決た２ の 東るをっ第 体
の 品 都約定理号 物 京契

又 東額た規 等 江金し由

洲よ 特 豊続に は 区手定

３の 目務 丁。 役 三る 定

るリ手２手株

達 番調

をの会

日特ン方日方式

定名エ

役ッ決氏社

定ネ
たび・

の北し及ヌ

務ト
保所ィ

称道日住テ

名海
量用ィ

数運テ

び守・

及

契

北サ・

試

約 験

の 場

相

社札

告 団幌道

手 示 法市立方 第 人厚

中を １

決

北別

号 海区央 道厚定

水

拓町た

開別し

産 北記小。

試

行

海念野

。 令
年日

３
和月

昭４
成
第平

令ら
政か

年日
号
）年
第員

所報番 び情

会

地
在室地

告
示

一
四
一

め
定

を
例

特
の

続 号手 ３

令
政

る

立トタ

道ーー

海ポデ

平

長
場
験

試
産

水
央務

中業

道館幌

小

験 野・

場

森拓地

幌開番

告 林の２

示

所興
務振

事化
園文

公村

月

赤
長会

４
間 の

の 項
で １
ま 第
日 条

使 り
る よ

け に
お 定
に 規

第
令

政
年

７
成

料 北
用 、

徴 道
の 海

和
利

沼

雄
幹

池

念を
務 記

事 年
収 百



第第

げ る

るる 条 。第 条

条分例文例

三区条公条

例か例に第書第

条者

の 第ら第応
じ条開条 の

３通３

条異条、の示の

の議の当

北 海

条の第

２３４

審 条例条と条
を会

意例第例す例条査

第る第 見第

第に 。 条 書

諮 の条に条条
３とし

提第よ第第条問

項開項項した

出２り２

先

道 公 報

第 ２を

９ 事第加

条 え第 条案

条示示

例移条る三開開

第に例請請

第送を。者

通

対第求求 条知

年に の書条す
第日る

２にとる条月係

第よし意

第

第

の

理

８ 北委第

と 条

北道会条案す

海員８事
送例。

海情告を移条る

情公第の通第

道報示次
よ知 報開
）に）の

公条号う書条

開例

号

道に成

海う平

北よ
の

平情定
成報め年
十公る４
三開。月
年条

四

２

２申３該第知第

例日

規号号号

の立の各１書
決決

知を定にのの

通て

、下おめ定定

は却に定
て通しし

別すいるをを

とと

第場準知たた

記る
合用書

様のるよ

号等すにきき

のの、旨
式通条る別別

び規を書書第の

及に示

通 提定す面面
、の）

出するはは条知

限実及別別次

期る旨、

機そ第第次

施び記記に
の 関の９

定由様様条

が理号号２

るすのの加

めと式式を

第書項文

５る、見１公

提に書

項も
にの
をの定記

おと条出規に

るさ

てる第機す録

いす

会 準。
すと付施て

用条の実れ

同、等関る

るし与機い

第９手定該

条第のが当

例施一め第

条のの改２

施にを。項

の行部る２

よ面

にすの書

行関次の

る海に、

す北うは

関る

海海選正記

北北道改別

選選管る８

道道挙す第

月の

二施

十行

日

北
る

す
関

に

金

道
海

曜

挙
選

日

の第第

の知例も記記

管

審）第
と 査
諮第る様様

会条す号号
異

通項のの

問３。式式

面者申

書書三議

知の第

に

り、異て

よはの立

に

公開え

うの申係

行次議

書決。

項。文示る

事る
項示係

前開に

、の定

は

書

にる知

号係通

各にる

会る

る照よ

め見に

定意

三

２条続め第

の書も

も

項に

の第事者

項を）る

書

次る

はと、す

面条は関

記第と報

別、の情

、し

と容

８条り内

第８おの

。号

式にる

様次す

号の

理員式

管管委様

挙挙理

１

員員規の

委委会そ

理
委規の

会会程

移

長の成案

員程平事

一
部年送

書

橋改月知

を３通

部
一
の
程

規
会

員
委

理

正

公

も各立る

る
す
正
改
を

掲係書

とにに文

の号て

備本に不 関おと ６注

す

開りな びる件な明 及け

よと

のにの

示ま点 当担

４５

。

、もる

かるす

ほ

送送

移移移等移

局

２３

１

のの

そ次。

をを 送 送

１ 第

の条

２

又

年第

文 ２

は の公 条

規挙る

る選よ

康す日に

程管も

之
１
の
そ

次
を
程
規

記
別

別
第 の記
８ 開第
号 示８
様 通号
式

部請すは 該当 書式
知様

機等に担 施課求。、 実

局

て務 に考い事 関つ当

移に

、等

は
け合 話受い 電を問

送お

担た し

したけ

をし受 を

日務機

事施 理た当実 た

１書内

話
電

関
機

施
実

由 に称 定
規名

月の

の 項容

の
求次

請、
示り

開よ
日

北っお
あと

の

案
事

様

送
移

う係
よ関
の条
次８
を第

実せ

たわ

。
る
め
改

に）

。 部にい

関さ

機だ

施く

て
い
お 月

年

等
定

決 ）示 線開 内

道公事

海たり

日）
線

内

送

管に移

挙書を

選文案
、の

員てた

委いし

理つ

長道通

員海、

委北で

会

報し
情知

書
知

通

月
第年

一
四
二

開す
公ま

こ ）る 課す
を

号日

例
条。 印



課す ６注

平 等備本る

成 件こ

十 開と

三 示に

年 請な

四 求り

北 海

移等移会

局議

２３４５

をを長 送 送送送議

移移

したけお

をし受に を

道 公 報

し１ 第送

又

、

文 ２で

は のの公 条た
項知容

５通書内

年第

第 号

２
の

そ

月 にま

二 つす

十 考い。

日

送
移

、
は

て

金

話受 電を

曜

た
け

日

た当北る た担たけ し

北

北

由日務道当

事海担 理

の

局
務

話事

電会
議

道
海

。称 いす
おま名

月にし

求る
請す

示用
開準

日て
公項

た１
っ第

あ条
の同

案
事

様 移

北 送

道
海

通

に
長
議

会
議

道
海

定
決
示
開
て ）い 線お 内

月
年

定
書規

文の

課

日）
線
内 次
、、
てり

いよ
つに

に
事
報り
情お
道と
海の
北

管
挙

選

開案
公

知

員
委

理

書

月

長

第年員
委
会

４５

を
等

格
規
業
工
本
日

意備

れす第る

１２３

当 見
担

理

又
公上てる北
道に 文記い情海条由 は

開
報の

例移
条を

公る報

条決

海に件開示

北本公
第に

情す示例定

道関開

号日印

報る請

式
様
号
９
第
記
別

様

明号

不８
第
記
別

）
４

等 提
局
の務
事 書 点式

な

先考

） 出
〒

電

－話

書内報り

書文の情よ 内
名記開示

に容公開 の容

係

称さ関例す

録に条を

公情求

条が係第意

開報に条る

に録公項書

例記る２見

づれ書規に

基さ文の」

、公次にり

きたを定よ

に由、

書理り

文のよ、

北つに御

関
条
９
第

公

）
係

開
の

書
文

様

係
に

示

事の

当次

担に

、次

はの

お加

にを

等式

局様

務５

）

合。

いる

問え

一 内四 線三

てり見年

海年いよ意

）

挙月示示お

選開開を

道

し

理求すき

管請を聴月

員にあこま日

委日がる
まにので

会次りとすま
、ご

員とし対でに

委の

送

り。て別返

長おたし
、紙

書
会

照
見

意
る

。
い

さ
だ
く
せ

わ

月
第年

北く

業
工
本

日

情書い

道文さ 印

海公だ 格
規

号日

。 ）
４



２
欄、

のお 意２な

３注
該欄

、の 見は

北 海

文示 は対

公開

又反

１２

書思

内決
意

道 公 報

所名先
絡

住氏連年

第

理
管

挙
選

道
海

北

紙
別

号

平
成
十
三
年
四

さが

す、 示障

当で 開支

る
を 理 るを」 る れ方有 あ

囲
囲で

で印
印○ と由○

開支 定

だ場
くだ

でん
ん

対有さが

のに示障 の 容

と分
部 る す無る 名れあ

月

有

称る

のの付

そそ日

人人

法法

会

団団照

のので

他他け

っっ

あああ

ににの

体体

会
員

委

てて電た

っ

公

委 文

員 書長

開
の

様

に
定

決
示

月
二
十
日

金

曜

日

欄
の
３

、
。は

いに
さ合 話件

無

的
体
具
を
見
意
に

事名号つ

、、番に

はは

次

又び、

所及て

務称い

のお

業者と

事表の

は代

在）答

所名回

の氏り

所
地し

書
見

意
る

係

月
年

５６

記
に

格
規
業
工
本
日

３ び報

を

当 示
開担備

４

開号開 れ開番 こが１２
決決 文 基さ示示 に示公

たのか基
。
す

）ま

づれ

文おの起く

公とこらづ

の公示し議

書り開算異

日

年開文決て申

第
記
別

式
様
号

施
実事

だ
く
て
し
載

）
４

定

話
電

日等考

る局

す

務 し の 執す年を くま書定
及理 停で名日た 行の月

承
な了
が御称び由 止、

。
っい

かさ
なだ

れく
さ

立

年 た

示書定

求開不以を

請のに日て

決がにる

に示服内す

月

る北と

日い定あ、こ

つ

で

け、し場海が

付てを
海のは選き

の北た合道

情、こ管す

道で、挙ま

北報通の理が

関
条
９
第

公

）
係

開
の

書
文

様

定
決

示

月
年

。
い
さ

付
日

月

は
き
と

日）
線
内

開

海公知開委、
に

第
け

条ま決会示

道開し示員
が員実

挙例す定委を

選

あ長施

管第。

理

に第た対る

委条っにす

とてま

会関１こし日

員

に

員るのを行で

委す項
報定っ不異

長情規知政

がにた服議

書
知

通
る

係
に

月
第年

一
四
四

申
情

る号 す
関

業
工
本

日

印

録りの査立

記よ日審

れ次日に及

さ、翌法て

格
規

号日

）
４



５

平 備成
十
三
年
四

北 海

申

問当 議
異諮担

２３４

て
立を事

道 公 報

開で公 公の
報た１ 情し

し
第知書

年例通

文 条、

第 号

第
記

別
式

様
号

第

月
二
十 考日

金

話
電

曜

日

の

容日等

内た局

の

し務

項称 １。
第す名

月条ま
よ

開に
の定

け規
付の

日
にの

等次
定、

決り
示

会
査

審

様

諮

海
北

問

道

）
係

関
条

内

月
年

格
規
業
工
本 ）日 線

海
異北

るり
すお

対と

日 開
に公
て報
立情
申道

議

選

北に
、会
て査
い審
つ

通

管
挙

知

員
委

理

書

月

長

第年員
委
会

格
規
業
工
本
日

３４５

当
担備

６７

）
４

定

２う異定決開

の決る

示 にち議

道問
海諮

を 記、申却）

う開 よ報の非 に１２ 定

公異
示、を 文 次議開ち示 り

号日印
の申

）
４

第
記
別

式
様
号

立下の

話
電

等考

局
務

事

由施 さ示て又理実 載開

る

たる対棄す

れすには

求

報報るす日

情情す却

おて定議め と書立決異

係た立情 りにし申た の

報が） 示る情人報 開名

と
と
こ

る
す

施
実
を称情

様録
記

が
報
情
る

す
関
に

北た
れ
さ

第

第 条

三 関

者 係

の ）

係
に

て
立

申
議

異

一 内四 線五

ま
し

日
月

年

業
工
本 ）日

す
ま
し

知
通
、
で

の
た
し
つ

挙に

選書

道文

海公
。

議

会異

員、

委て

理い

管

月に
て

長立

第年員申

委 書
知
通
示

開
の
書
文

公
る

格
規

決

号日る 印

す
対

）
４



事
当

担備

６７

北 海

決開

うるの決る

３４５

にち議定

ち情２う異定

示 、報

開立処の

を 記、申原）

施 さ示て分理実 載

道 公 報

。報の開 立す１２ 申ま

公異う示 て

開、求 文 対議非ちを に

議た る書立示異め す申

決てと

第

第
け

付
日

号

第
記

別
平号
成様

十式

三
年第

四すにを由

話
電

等考

局
務

す更る

にたる対変す

れ の

す報報るす日

関情情 名係た立報 定にし申情

情報がの よる情人） に
を
示

開
り

お
と

の
次

り称

示
る開

す非
関で

に号
実

報
情

）
さ示

録開

様記部
が一

道公定

海た決

北れ

月条

二関

十異 係

日議 ）

に
て

立
申

金

る
係

曜

文
公

日書

内

月
年

格
規
業
工
本 ）日 線 し

ま
し
と
と

こ
る

す
施

日

書し

選文を
通
、
で
の
た

委いた

理つし

管にま

挙
員該

委当

会、、

員てが
る

係

月年に
分

長処

第年

書
知

通
示

開
の

）
４

上上
級級中 建工環

試試 境

験験級 科

衛公 築業学

農農農畜水土

芸業

化土

業学木産産木

し
知

試一農社林

験般業会

区行経福

分政済祉業

１

議

号日月異 印

成験上

成平試

平

区 年
海月採

北４、級 度年分

規
の
こ
附

は
程
則

生立試 平
、

工小 約若若

学・験

」中 ５干干

に学
つ校 名名名

止つ
廃に

は」
て務

い事
、て
しい

約若約若約約
５ 干５干

名名名名名名

事専
知た
じ

道職員

知教約若約 採約

用事育 内
訳約若５干 予）干 定

数名名名名名名

分

北海

身

に
知従

用試

事事

道
等数

員定験

職日予

道

用び

採及

人

級務

上職

事

中容

・内

委

試
級

員

成

験

月
４
年

廃
新は

る
す
行
施

ら
か
日

さ
に止

た
設
を

」
学

科。
境た

環れ 務
に業
局的

部門

。
た

け

る
そす

、事
し従

務に
勤

試
の
れ

ぞ。
れ

部す 職

局る
、。
教
育
庁 務

等
に
勤
務
し 内

、
一

を北 会

の道

次海

公

お事

と人

告

長
員

。委

う会

行員

り委

。

杉

一
四
六

般

応
に

分
区

験

行
政 容

事
務 治

堅
本



３

１ 験上試第試 試

平 験次験 し日

成 級 な程

十 ９ い、

三

試： 者試

年 験試

四 地

北 海

たアイ

禁な当

級し日地く

中だ

公年錮る該

試、本方成

級国務被以ま地

験上の

の公

昭・籍員後上で方

和中を法見の

道 公 報

２

し上昭業 学上上と受卒

験 ・・て級和し 校

級級

た 事中中で試

な４の 務級級き験年も

験験い昭月 資 試試
とと。和２平

第

一林農土公

般業立
小
・ 行土

政業木木中

知教警約若約若

号

分
区

験
試

内 採約

６月 月 等験着

二 席

十 ） 験日日

日：

）

日終

金

）
了

曜 試札東

日 京

級有第人刑者共

験幌

又に団 年試し

被せに

４験な条は処体

も者各保らお

月といの
人、て

日、号佐れい

２
らのいそ懲

か次の
れ禁執免

昭者ず準の戒

、か治行職

和は

該者終処

年受に産をの

日成
４験

もも格

採申年以

予み月に３

用込４降年

１日ま卒 職定は２生月

らた見 員は試かれ業

数

で者 事欠区昭者込

、験

学を 務員分和

のに

４教む 従状限年校含 に

事育察

事況る

干 干 約約約

名名名名名名名
村

海道職員町
市

般察じ道

行な署知たな有札

政お、事専お林幌

事、そ部門、管市

訳 用

務採の局的採理以

予）
部 職事

知

分

北

身
数名

定

局

地市都

受東

験京 試

票大

で学

通
知法

す学 験

る部

。）

す含るを

月で当をわ分

でけ

日なるむま受

１き

当

で。）又、

まい者。
執分

まの処

生そ該

には

ら

受か

者を日

た行の

れ
） す等。月育。

る２

け

。よた日に るにま１法
に大

変申でる

り、まよ

るはま

す後生学

更込

者大

と験た期

こ試れ短

変除

るのを

あ分学

が区
。

に用他に業用セ外

従は出勤務はンの

事原先務に原タ公

す則機し従則ー立

ると関、事とな小

。しとそすしど・

てなれるての中

、るぞ。、出学

支。れ支先校

庁の庁機に

、試、関勤

教験土と務

育区木なし

内本
察
警
、

庁 務育
教

、

容務
勤
に
等
部

場

済

区行経

験般業

試一農

な過

が経

とを

こ年

分政

験次験

１２

試第試第試

は。

更く

試教専人

験次

４

則を

原）

地１上 試上試第験第試

・地次の次級
験 級験１

験 法 中は試変試試 験方

幌とは合及 級札験更験

局分現る、

試

、に業。学

警応所校

、

次験次

１２ 中試第試第

験
２
第試

一
、
し

９

級

験

学、経

治学業

政済農

次

学、 出行営学 上、経済
経

、財業 専学、農

級政
政、学 試会学営

門社政

養門

、際農 題 験策国、

験験 験物 試試

目験 式式

一一

種試 択択

答時第行

解２２を

））

次。 時間時１う
験

間分間試

者１ 内

験市第原格第 び

東次との容次

共・２則
て況験

）京試し状試

通

きよ題

ののでに問

都験
い、程

ち験なりの

う試
異２は

都は。第度

、地

東よっ試大

のな次、

合

試 試：

８
旬 ） ８上 席 月月 験着 ７

験日

旬

日：下

）

）
了

日終

旬
下
月
７

試札東札

憲関業 出 札東
旬
上
月

８

憲

行、 分、策

題法係政

民民

、、 一分法法

野政

覧一 法法四 、、 表

七

能能合

野、学

法済

刑経

務つ試な者

公に各力格

て区に対

内員い験どに

筆にいて

しの分つし

と
試じの個

必記応て、

て
一必記面

な験て筆別

要

験学

的な験及

般要試接

か試業

京所もの卒

いて
ぶわ地度

選ま験程 都を
とい札も るこなをの す

のあ

、市で

。が幌の 。

受す）

みと。

込みる

申
付る

京幌 験幌

地市都市

場

受状に日第

験況な本１ 試

票にる大次

でよ場学試

通り合験

知、も法合

す江あ学格 験

る別る部通

次
１。
第る
す

市都
幌京

経
、

法
働
労

通
格
合
験

試

及的団

容識門集

知専び

合

後場

、

知識論

び知討

知

試。

るる

けあ

おが

に

。市。本

内）館書

の）で

試指 場

験定 定
指
で

書
知



学験

科試
級 境

中 環

１ 通環源第

北 海

共

業
工

道 公 報

数計

産産木築

畜水土建

家料水水数施

第

学木

化土

芸業

林農農農

林栽壌物栄数地

業業

号

社
平会
成福
十祉 三
年社含 四

水験 概、試 学学次 境工
学工の 数境題 、環問 論

）、、 学は 化度 、学程
・ 態大 生短 択

数子化関

化学

、械金のる

学機、学す

理電・分礎

物、属各基

工・料）問

、気材野的

一分野を選

学電、に題

選択

産学工学画

機電電金材

、学化、、、、

畜学産

市

種畜通学物土物都

育

計、計

学産論、理木理

産応画材画

、物、水、

畜用政資用料、

家利漁

学、築

繁学、源力学建

家産、、構設

殖、水学

力、

、畜経水水造備

学

、増学学建

家管済産理

改

生学水殖、、築

畜理

化学、良

業培肥理養学

策汎学学、応、

政学料

料力業

、論、、肥用農

作物析学学造

林、植分

水、

経物生化、、構

業

学、品理材

営学理学食

・

、園、無化学料

学、

化、測施

造芸畜機学、

学、一学食量工

林学産

会む

、育般、品、、

月学。 二概） 十論、 日

理
心査

会調
社会

、社

金

及
学

曜

一
び

日

工園卒 ）造専 学、高 般

化、程 理機業学業 物無
、境の 学業学環度 化工
学生の 分学化衛も 、化
学学あ 化有工工で 析、
無学廃。 、化、る 学機

械気子属料 ・・

）

料

材電機電・電金材

）

工物、

料気械磁制力属

学、学理金

力工材気御

、、、電、、属

学学料

工

流機機電気通金加

、

工物学

体械械気材信属

路、学理、

力力工回料

属

、、、電化金

学学作

産学土環施

熱機電子学

原

学畜生、質境工

理、
経学業学論

、産物漁工

、測建

畜営、学、、

家

史

養般産水量築

飼一水

建

、洋利都、

学海産、

構

畜、学計築

家学用市

貯土農

養産、造

栄水画

遺農機蔵壌業

林種、有

理械

工伝業化加物機

業

済、学、、

学学経学工

学

林植一生、農農

、、

化用水一

産物般物応業

生、

般理学微利般

一病

学地

砂、土物農

、学、

学
理

心

工虫学造

防昆壌

論
概
祉
福
会

社
、

機資

化有物

機、棄

会
社

たい 上中合まな
し

、
学

合合 試試者、場 級級格

冶

は者は

表格に 験験発

設計学金金

力械気工、

５６

、
、計測、属学

学
小資 校 立

験 公学資受合

、

有 中務の ・事格 格格

学・築

、理料建

学物材

行土

般業

一林農土

、

飼

植、

学学、成

政業木木

２

第試第試試

土物土

、
専人分

区 次験次験験 １

、 ７７

試
験

試
を
障
保

教

験は至 月月受に
番合急

号格、 日日

））み知事

金火の通人

よを員 前前に書委 午午

行付事 時時り送会 ９９

月月。る局 ８９うす務

７合。ま

学次 、 政会１ 無第 調発

験 込 学、試 査申表 治

格 級記 行会合 上書 、社

発 中事 学情者 ・載 政事
際試の 憲国表 級項 、、
行係共否 、関最 験真 法

会林数業数施

政通等終

、、

治学業学造学工

政

策応、物土

学、政、構

計

行会、用材理木

、社

学・応画

政事林力料、

、、経、施用、

学情業

、学路

憲国営水工力道

関、学農、計

法際学理
機理

行係造、業水画

、

験験物 試試

養門

政林測

級 式式出

一一中

試 択択

１

時第門

２２専

））験
次試 間時

解
目

種
験

験題 分間試験

否合で

間
時

答

に格問 日日

））い知合

金金つ通い

はがせ 前前て書わ 午午

掲表こ 時時、発る ９９

場日。 支阪所所示のと

でら 、務企所か 庁事、

認日 京、誘確３ 東所業

て 民い格 、つ 法合 ）に

働表 。 労う発 、行 法者

学員

済委

経掲事

、人

法

、、

法学量械学

、会 示

学質

民林土農土

、、、
般学

、工工一工

法業質
施測

働、、、、

労学学
機、

、産業工量

法林農
、市

済般利械都

経一水

能能合出

、砂土計

学、

分 つ試な者

に各力格題

し

て区に対野

い験どに

覧

筆にいて一分 の分つ

別表 試じの個

記応て、
を

要試接

必記面

験て筆

て
し
と

内員
務
公

野 な験

必 一要 四な 八

古東すた 事名致

的
般

一

事事こて 所屋京るっ 務
事

着
。到 大務務とも 、
各

、所、

学局

政務 場 財

材

政工改、

財防地画

社

行

社農・

、、料

学学良

識
知

、
識
知
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門う

専

知
び

及

容



区 な与上級 給
９

平 行研 お

成 政究 、次

十 職職 公の

三 立額

年 大大 小は

四 ・、

北 海

８
格ここな人格

合日合
委を 不かのの最お事者

合既員成 合

ら試名終、

用のは格に会績

採験簿

に 者ま合、者学は順

格

で格原発校、

道 公 報

第不第

級試験中級試験
次 合合合 ２１２

不第不

者験

試試試 格格格 次次

者験者験

第

開で上 となを前

格と午

き第 っ、明時

なお証９

者話るら１ た電すか示

類後試 に、書午請る次

っが５求人験 限は

号

、結試

お験の

な試こ
７

果

ム開結

ーのの

ホ果験

学学 ーにに

ペ示

月 新新 中平

二 分卒卒 学成

十 ）） 校

日

初 務４
事年
に月
つ１任 い日

金

は在給円円 て現

曜

初手 教も勤 、の

日

者則表等各提

任当 育の

卒命し

上はと日を任示

級、し）

・試てか業権、

中験、らし者各 年

級区平１て任
権 ９試分成年い知命 月

間る事 験ご
共と年有者・者 日

育は

火通に４効は教で

な平委、

））作月と、

平

す降る成員身

成以

平 平
成成成

９７８９

年年年年年年
７

月月月月月月

８８

日日日日日日

））））

月金月火木金

１個び順

第の及績

））

成 口等転ま平 てき運時

頭に免で開

開る証間示年 でよ許の

を求健直月 示請、に７

期

求は保来日 請で康接

示のす）

す開険庁金 間

とき保こ開 こで被る

る
は

でてて

上いい

ジつつ

も

道

者・海

格級北

合上、
験情

験試人

受級個

の中

、 委で

の通保

号共報

番

ほ末 会るの期 員あ諸給
、 示、当 提）か手 に。

手 る手勉 れ手養勤 さ扶
手冷
居寒
住、
、当 。当

会体

当

るの。

用用度警査

採採年・検

補対に本ど

候に中察な

用長行 。者す採部を る

）て

簿もさ等っ ）名る

ら用

登でるか採

にのれ
請を

さ名合の者

載、場

そ位

るのあ求決

れ簿も

開京

験果成

試結の

次別

行中別コ永海内

政央館北ー田道〕た示

情区３海ナ町東だ請
会

報北階道ー２京し求
場

受 セ３〕東丁事、は
で

１験

ン条京東目務東第

所京 タ西事京

た

ー７務都番２事次し

階務試 丁所千

でい者。

がな険と示

者

容 きの証

内

券日

。、旅・

るで、土

者学日海 験、曜開北 受

務 人証び示総 本生及道

は場法 、）日部 が等祝

条

掲）護

人持除制 本を

行第

を例

示
う
。条
第
１
項
の
規
定
に
よ

は職る
、
通当
、手
当地

受採

受務体、員。

事身
期試

をま障付用

験局に

に定
望問の間験

希で害

しじる

定。応す

。確る

級 受受と受の上

たて。

お票の・ 付験な。験も
す級 間は、にと中 期票

所験

６月るる試

、６は

務でをに

札目の代号総

区北課の東限

幌道情田 。所書 で参く文
市庁報

こ、
る上）課 あの

法

込方
込
申 申

り
、
不

は 行行給
任 中級初

）合

いあ中相

採 職職、 政政

わ者人コ

る合るに談

す
の、委ナ

はせで事ー

者
験え験会

試う試員ー

、
及申日務事

地、当事人

解込車ま員

びしに局委

時す子申事

答み椅で会

写こ験 のる月

、と８日真とと なでこ

日は。も お

木、試 、注。

区 送す。金）６験 郵意
こごで月分 のる）まか

ろに以 場

着に般 はま到内一 合と

で

影政 月月にし撮行 ５５

発な
送いし」

間間
期時

日日

試。と平午

受る級：：

込票験申中成前

申申験

９

込
者みの案込級

にの所内みを年時

願月午

は際定にの併５

、はす７後

受、のは際

真に上、る日５

験写欄

をはは級間場時

票
郵必っ・違合月

申 方

送要て中えは）分

法幌 先線送っ

込札内郵

市 ：に申てな

よ込、お

央 海る書北、 － 中 北

場に海郵 区 道

定人に

北 人）合所道送

条 委、事事よ

３ 事）は
を員場

西 員〒項委る

７ 会

記会合

用

務入事は － 丁 事

卒経 新新の 学大前 大短

応
に

等 ））歴 卒

じ
て
加

間るをし務 時さ
算 円円

一と用る内

がこ使出局
試

異るとで

部。すこ）

の受に

るど験

なな。

一 で験関

四 、にす

九

に

かて談

らし相

あ際る

脱つ ま以すとたに
じ要

のに予は帽い で降るき

か人上は 消投定、、て

す委身点 のん事半、 印
場会正に るる員、字 あ

は務向る の合事面よ も
りにの験 限、局き受 に

問縦が

すなく級な、

月曜

るいる試いそ５土
日

。がこ験よれ

、とのうぞ
分のび

第。２十れ日及

１種
注込）曜

次類に申金日

すのは

験申意書日

試の
こ出く

受書る提除

の込

目

の添とが。

験が

し務、 局

、局必
簡 住 庁 用申にず で 道 任

省 館書送易 所 別 課込郵
の又書 略

参す

定持に 可 階所は留

欄
にしる

必提こ

ず出と
す。 －

手が 務と 勤こ 外る 間れ

さ
給
支

が
ど。 なる 当あ

事あ応

人の時

め望随

れ

速

会のい

員もて

委るじ

き け達い４で 受

横。 けにわ、る 付」合
る３ るすせ

はさな要

際付。必）

こ

上る

必て、な

、れおと

円る

。

ずい

切こ
を。
手と －

は

。
る



級験１ 第試第試上試第
試 次験次験試地次 １２

：他幌と ９の札験

験は
の市第

試・２

北 海

験試 試
３

成禁な当な程験 くし日

ま地者試

年錮る該い、

公地

後上で方験試

被以
見のの

道 公 報

てだなだ

したたアイウ

学

方

校民就しおし現日地
の公

卒間業、、、に本
海国務

業企し同最次北
者道籍員

後業て一終の
格は職を法

の等い期合

民にた間

第

１２

験般

験の昭 試一 試受次
和 験 区

区行 分及
４ 分政 、び年

予要２ 採約 用の月 資 採

号

成
成平

平
平年
成度年
十北４
三海月

年道

四８ 職日

区京試 月月 着験東次 ６

中 席
）分都験 旬とのの 日

同う試

旬一ち験 日：下

日、地 ）

のな

了実合異

終に都は

すよっ

）施
るいて 札東札東

京幌京の所も

体

又に団

人刑者共等

幌

い

保らお

被せに験 は処
そ懲日

人、て

佐れ

試 治行職

禁執免

準の戒

員有第
者終処験

産をの

間お期内決、

企け間に定受でし
の

業るが複後験あな条
者各

等職該数、でるい

務な号

に務当の職き者

験る務経いの

お経す職
期ず

る」。に験。い

け
務は務事間れ

職に職従
験た確に

経、経しのか

日 用

が社が場認該

験会

ら 定 数をか 予５ 定格件

職す和

びた昭 数名 及満

務者
月 部 容受４ 事 内が年 知

ま 教き日 、で１ 局 職験

庁。で 育る

月員

二採

十用

日

験
試

級
上

金

間
民

曜

業北

企

日

でをか

等海

、選ま 市都市都

両ぶわ

方こな す

はとい 受東第る

申。が 験１。

し、 票次 京

込申 大 で試

め込 通験

なみ 知合 学

い受 す格

。付 法 る通

後 。知

に 書 学

むま受

含るを地 をわ分
該

は当

）又、試

。でけ

を日

行の験

執分

の処

そ

複合の当

る２

けら

受か

める

年、数にたす

５員
上営場、、者

以自のは

者者にず歴

の業合い職

等はれ証

成し通一書

平と、か明

て算方等

３６るみ提

年、すのを

末月と職す

月かこの出

た しれ 務ま 勤生 務にに

に
務
事
政
行
般 内

一者 、

験委

経事

務人

職道

従 容

の長

次員

を委

）会

者員

部お で う
行本

り
お杉

と

）け 指

る 定

なお

最掲合ましな
着

試

合場ホ

者、い、 終格た
にム 格表格合ー

合示発

過

が経

とを

こ年場

は者

試第論資受合第

５６

な

格 験次試資次

１文験１

人験のの験

試験格試 格

こ

日以が歴る

問評有合

。

在継き限と

現上でに

２

第試第

。。

）続るる

４

。
る
す
事

論

次験次

１

法

験 方
験試 試 験第

治

。堅

択 及試一教 は合
更験
変試
の次
地１

験は、ー

者場受にはペ

所号合急上

番、至ジ 発

通人も

……の格、で

表

格

……に知事合

……み
を員者

９人阪所よ書委

委務行郵会の

月事事り

務験

日員所う送事受

７
会、。す

物調発

金事北合る局番

験のは、者 試題定無格

度一込表

程、査申表発

１、知記… 第は般書…

試学教事７ 次大識載…

験卒養項月

業試の

度の否 格程験真日 合

２
験
試
文

にの結等火 者

間
時

平職とい北構

分

道へ

成職務周て一海造

務経囲般

験般養

年経験の的のの

目識験式 内種知試一

び

時間 答時

解２

容）

て章筆

間分
会解務試

公の社理職記

格

内員記科、経験

務筆

に
て況
し状
との
則者
原

２
。第

い、
なり

きよ
で

の

）務海否。ま号

試
次

名つ格問掲

局道に合で
を

前各古い通い示

午、

は書わ行

９支屋て知合
。

、務、がせう

時庁事
海、示表こ

北所掲発る

東海所日。

道北場のと

認３

事企確ら

京道でか

のにつ 対も果に）

務業

ありて前 てでよい午 し

。行う時 個る、行９ 、
び場 及い 接な 面わ。 別

課経転

る 討あ 団が 集合

課容え題済換

度験内考

造つ

例題の方〕構に

の
〕説が

旨とな特て

主明異のい

組場民

のたと

）そっ徴
の

お対導

にの主

織合間

と試学判験

い処

人推関１

し験、断に各

科、る）

必文理す題

て

と

一、的題

な学数課

要

科、般

的然理一

般自推

題

及、料課

識学資的

知

札
を

地
験

試
の

験

び社解

幌

一市

五の

〇

るた

所誘す日

る
す
と

み

海京とて

北東こっ

、致 を。 論

大務到

道事。も

型

、成立

てや自

。
う
行

釈に

たつ済

なに経

あ果 に情い

容能事）つ

知会

あ
が

合
場

い文の

つ、て

。
る



給
９

与平 初成 及

十 任

三 給

び

年 待四

北 海

ここな場人にな

日る順
示、

のの最お合事提お

あ員し職

試名終、も委

格にる会、務

験簿合既

合、者所。は各経

のは
格原発属、任験

道 公 報

２格 海海 第不北北合
８

試ら 格総東 次か 道道 合

法務用

部事採 験者務京

制所ま 平

第

９開で第不 なを前
と午

次 、明時示き合 １ お証
話るら試 請る格 電すか

は類後

、書午求人験者

が５平

号

採と

験の格

試こ合
不

７
開験た

の試っ

果用な

結
に結に

示の者

月 初例 遇

二 任：採

十 給平用

日 時
の歳 は成

年 、
さ月

用４齢 採年

金

る日学け れ１大お

曜

の在業職 者現卒る

日

表企名命期

経の８ 後務

の

はと日業任権間

者則

を権で証

、し）等命者

用、ら退者は明

採てか

候平１職、が

事体き

補成年し知身で

間て 者

教査い

名年有お・検な

月と、育な場

簿４効り

をは

登以な勤委ど合

に

文ので 成

載降る務員

書情

課報 年年

行コ ９
日日情ナ ７９政ー 月月

報ー

））ン

金火セ

び順ー京事 及績タ東京
千所 そ位都務

開成

の

き運時

８ に免で示年年 等転ま

期 る証間月月 よ許の７

求健直日日 請、に
保来））

で康接火木 間

示のす開第の 開険庁

は
保こ次別 で被る示１個

いにっ

つ果限

試結 内 き
開

はで
て頭

い口

てつて
す

個求
道請

海を
北示

、

間験 歴金年 民経

情る
人

等 の業数 そ）企年 、額
案給

勘
をに 他

の
う料

え

の会行、

度

定程

決月円

用

れ採可等っ採

さの。
になか採さ

る用能）て

はの者な

対者ら用れ

。

平求決。

る、請をい

す

応す

の成に定

も
で

中合

名度て。

、年じる

階 成札３代２

のに格

簿

京次に市〕区総

幌階田

る央田課 事試限中永務
２〕 所を。区町内 務験

条目 の京３丁 で東）北

開会西

請で７番 示場

丁

果 な険と

は験目号 求受

北報所 の証
い者。容験

、旅曜開海セの で、土
、総タ報 受券日道ン情
ー 示 者学日務ーコ 験、
証日法びナ 本生曜部及

場文海 が等及制北ー 人

だ 本を祝書道た 、）び

が
保と

報こ
人持日課東

例き
条で

護
第る
。
条
第
１
項
の
規
定

者

間
期
付
受

。
る
れ
さ額

れ績

しさ成

定用を

確採

た

道北 、し

法

込方
込
申 申

館東

別道 １者庁海 第た

行京し

厚制

利年

休福定

あの除政事、 で参は所

） こ、。

る上く情務東

時 手務

昇諸勤

に
よ
り

間間な

期時る

）、

験平午、
で 受：：お

の
十 込込票成前郵

、 申申

９送分 者みの

場
注 にの所年時の

、の月午合
意 は際定５

、
る 験写欄７後は

す 受
はは時５こ

票真に日５

と を

月 郵必っ月

申 方

送要て）分

てな 法幌 先線っ

込札内
市 ：申
込、お

央 海書北、 － 中 北

に海郵 区 道

）定人に

北 人）所道送
委る

条 委郵事事よ

３ 事
７ 会にを員場

西 員送項
る入事は

丁 事よ記会合

暇生度

務

あ

、年

年特る職職共り定

に組退年

次別。員員済

暇暇宅は合職齢

休休住

はの、

））、毎で後は

年夏独年

に季身定、年

、寮期職金歳

や支あ

日結が的員をで

、備健そ給る

。婚整な

休

の勤支中週

給当間

た

も通期手給一
間日

の常末当条般分２

に職の制

での手、件の

・居応員昼）

あ場当住

。、勤手じの休と

る合

合をっ

年勉当て場みな

当扶給、はて

１手、支

昇養さ月さい

回

こ務
職

給ボ手れ曜んる

表直
のに
に接

と
給つ

る立
けに
お役 歳

５ 額め
月認
料

日月 すなく

るいる５土ま
日の日

。がこ月曜で

、と
１び印降

第。日及消以

試）曜あ投

次金日のに

一 験日るか五 のはもん一

限場

験くにる

受除のす

局必

局場し務、 目

の。

郵簡 庁は申にず

道合、
又書 館〒書送易

別、込
の
所は留

定持に － 階

欄参す

にしる で
住必提こ ず出と 所す。 －

家る

だ産さ康のす。

省

採産て断族な

し前れ診
る行病の

用後いをがど
の業

にび。っ気事

年及

き行

りラいとを

限ボて
療て

月テ。、っ

、ンる

でな費る

りア養い

割ィ

。か午

すー当る日で。

金５

。ス寒ら後

るナ、
平地曜時

：冷
成手日

当ま分
午、

度の、で

年等でま

当８週

績手前一

実諸
が時

、れ
はら

従
験に

経務
務職

年職る
全た
のし

数事
年

期期
間間
が」

け、

は受は

際）り合 円

必付

、

円る

ずけ速

略切こ
を。
手と －可
は

く休給

なの支

少どを。 時

。
るがた

な暇し

月そ
）ぞか

分れ分間

で

通の途全

、れら完

の合
後場
用る 度

採あ 程



型定定

の概要検検検

１

業試年有 造式定の 型製

月 験番効 式

北 海

検又代製う型式 成
平

定は造事

者 ４申名又業遊遊 年表

の機機 月請称は所技技

の 者及検

のび査所のの 日

道 公 報

条務た 北

遊のの 海

技遊で
の

道

機技、
適

公

の機同
正

安

認の規
化

委

定型則
等

員

及式第
に

会

びに９
関

告

型関条
す

示

第

。

なな送受の身は職る

受採

おおす験も体、員

と障付用

、、る票のに

。に ６

の間験

月円はす害期試

切るる
るに談

日手写こあ中相

を真と

号

験
受

平票

成は
十、
三達６
年」月

四

名名号日号間

番期 者 ８

平第公 ササ

示 成 ンミ

の ペー

日 年 イ株
式４

成

会月号平

社

日

氏住を在種区 氏

月
４

年

埼回遊

名所名行地類分
機

京ミ表玉胴技

東サ代
株締狭遊の

都ー取県式

市機定

島式役山技認

豊

見字び

東社里大及

区会

の 海二新式 北袋中型

池

式す第
る

丁治田

第

のる１
法

道律

検技項 号

定術の 公

にの定
和 等上規

昭

安

法 す格よ
年 関規に

委

第 規適公
律 るにり

員則合示

しす 会昭てる 号

で事ー

木はは。者人コ
ー

また６、委ナ

）っ、

に筒月験会

で封か試員

内日務事

到を以当事人
ま員

し込にに局委

着申
い時影椅で会

なみ撮車

たをし務

時にし子申事

に

、付脱使出局

は送
月よ日

二る 十こ金

日

ろ 。ご と）
で 。ま

金

発
に

曜

す
送

日る

字検 道

間
年
３
ら

か
）

日 芝定 公目

等 安番

に 委

る 委す 会１ 号関 員－ ２

第 田条
６ 潮第

則 長規 員

和い。 ）

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の
規。

第のう

則等い

規業

すこ）

人し帽用る内

４

試

委者上るとで

事た、

会、身ど験

員は半な。

務の正験関

事そ、受に

に筒向際る

局封面にす

い受のて談

問にきし相

わ票４望随

合験縦要に

の時

型式の概要

４

定
予

せを

業遊遊型製型

造事
製う

号
２

造 は所技技式

又

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定

制）

年有 造式請称者 定

６業っ

第び行

）及を

号

検検検又代製う型式
３

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

横るじ

る入、あ応

有請

のい

とて３もて

これ
う型式の概要検

２

。発
業遊遊型製型定

造事
製 又代

年 造 は所技技式

又

試

請称者

申名表 定は
検

所のの験 式業 検の機機
名名号

を在種区番 者

査
行地類分

株 愛ぱ遊

式 知ち技

県ん機ブ会

一このッ社

市技定ぎ商

宮遊認ち藤

型イ

陽びラ

丹機及り事

び 番効 式業の 試者及

町

名

番氏住 期 者氏 月 験の
株代

名名号日号間名所

平第公大 ササ

示阪式表 成 ンミ

の府会取 ペー

日東社締 年 イ株

大藤役 式４

成市事松

会月号平阪商

社

荒元 日

効の 者及検の機機

年川

区 期氏 のび査所のの 番

名行地類分

氏住を在種

東サ代埼回遊

号間名所

示京ミ表玉胴技

第公
の都ー取県式機

日豊株締狭遊の

島式役山技認

里大及

号平区会市機定

池見字び

成東社

業 検の機機試

年袋中型

区番 者月 査所のの験 式

地類分名名号日

を在種

平

行

サ 埼ぱ遊

成 ミ 玉ち技

県ん機ガー

年 狭このメ株
会月

山遊認ラ式４

市技定

大機及社

のび
の 者及

中型

字び日

表

東サ代

名所名

氏住氏
式役

豊株締

都ー取

京ミ

オ

袋
池見

東社里

区会
島

ツのー

三式

６関

平に

下等

字定

井検
６

第
則
規

地る

番す

目
月丁夫

４３
日

式

間
年
３
ら号

か７
）番

字検

月丁治田の

４二新

目

芝定 日

等 ）番

に
る

３す １ ら号関 － か２

田の

新式

６
第
則

間規

年

等

芝定

字検
に

二

６
第
則

規
る
す １関 －

目
丁治

号
２

番

一
五
二

条

号
２
第

条

イ
号

１
第

条

イ
号
１

第



検又代製う型式
７

平 定は造事成 申名又業遊遊 表

十 請称は所技技 者三

の 者及検の機機年 のび査所のの四

北 海

定

型式の概要検検検

６
技式定の 遊遊型製型定

効 式業 機機試年有 造 技

月 のの験番

道 公 報

事

要検検検検又代製う

申名又業 定表 定定は造

有 式請称は所 者 定の 型

所 番効の 試者及検の 年
月 験のび査

第

検又代製う型式の概

５

業遊遊型製 表 定は造事

請称は所技技 者

申名又

式業 の 者及検の機機

造

のび査所のの

号

効

年有
定の 定定

検検検

氏住を在種区 氏 月番

月 名所名行地類分二
十 愛株代愛ぱ遊日

取県ん機

知式表知ち技
遊認

名社締西この

県会
屋一日技定

古大役春

金

会原郡び

市商市井機及

中曜

区春式

村西型

日

間

種区番期 者

鴨茂町の

平第公

類分名名号日号

株 ぱ遊

示 成 式 ち技

の ん機踊会

日 年 このれ社

遊認！大４

成

技定安一月号平

機及来商

びキ会日

月

式ズ４

型ッ年

行地

番氏住を在 期氏

の

株代愛

号日号間名所名

平第公愛
示知式表知 成

の県会取県

日名社締西 年

古大役春 ４

市商市井

月号平屋一日

成
中会原郡 日

月鴨茂町

４区春

年村西

名名

氏住を在種区者 氏

株

名所名行地類分

式

大株代愛ぱ遊
ん機ブ会

阪式表知ち技

締一このッ社

府会取県

大藤役宮遊認ち藤

東社

及り事

阪商市技定ぎ商

荒元陽びラ

市事松丹機

三式オ

川町型イ

日号間
期

丁夫ツのー

３
示

平第公

成

の
日 年
４

成

月号平

日

等

町字定

付大検

月
４

年

西す

目字関

丁村に

一沖
番第

１則

地川規

番ノる
第
条

地６

検
す３

関ら

にか

等）

定日

大

第
条
６
第
則
規間

る年

付

字

か丁村

）一沖

日町字
西

ら目
３

地
番
１

間地川

年番ノ

字定

目井検
す

号６関

７平に

番下等
第
条
６
第
則
規

地る

番

イ
号
１

間
年
３

ら
か

）
日

表 定定は

検検検検又代

年有請称者 定の申名 定

う型式の概要

９

イ
号
１

型製型 表 は造事

又代製
所技技式 者
名又業遊遊

概要検検検検

８

造 称は

遊型製型申 定定定

式の

号
１

年有 造 技式請 定の

検検検検又代製う型

イ
又業遊 定表 定定は造事

請称は所技 者 定の申名

造式

型製型

の概要

年有

期氏 月のび 番効の 者及
株代

日号間名所名

氏住

示知式表

平第公愛

成

の県会取

日名社締 年

古三役 ４

成市物金

月号平屋洋
千産沢 日

業 の 及検の機機試

年種

番 者 氏 び査所のの験 式

類分名名号

住を在種区

所名行地

株 株代愛ぱ遊

式 式表知ち技

会取県ん機ア会

社締名このニ社

定ル洋

三役古遊認マ三

物金市機及パ物

洋屋技

者

種型ダ

産沢千びラ産

月 の験の 番効 式業 機試
号日号間名

区番氏 期 者

平第公愛

分名名

遊ア株

示知 成 技ニ式

の県 機マ会

日名 年 のル社

古 認パ三４

成市

定ラ洋月号平屋

及ダ物

千 びイ産日

の 者及検の機
型ス年種

期氏 月のび査所の 番効

所名行地類

氏住を在種

公愛株代愛ぱ

日号間名
示知式表知ち

平第
成

の県会取県ん

日名社締名こ 年

古三役古遊 ４

金市機

月号平屋洋屋技

成市物
千産沢千 日

号
番 者
験 式業試

年種種

名名
株
式
踊会
れ社

要

ッ
キ会
来商

安一
！大

池
月今求

４区
３番

ら９
か目
）丁

日三

一 年五 間号三

求今のス

要区式イ

二定３

池検
る

番す

１関

目に

丁等

４区

６
第
則

号規

池

の２月今

式
検

９

にか目

等）丁

定日三

す３番

関ら

る年

４区要区

６
第
則

規間号

池池

月今求今
１

か目目

）丁丁

日三二

３番番

ら９
年

ズ

間号号

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条



定定

型式の概要検検検
有 造 技式定の 遊型製型
月 の験番効 式業 機試年

北 海

造事

検検検検又代製う

申名又業遊 定表 定定は

年有請称は所技 者 定の

所の 番効の 者及検の機

月のび査

道 公 報

事

又代製う型式の概要

又業遊遊型製型 表 は造

試
造 称は所技技式 者

名

の験 式業 の 及検の機機

び査所の

第

定

型式の概要検検検検
請 定の 遊型製型申 定定

式業 機試者 年有 造 技式
月 の験の 番効

号

製う 平造事 成又業遊 十は所技 三検の機 年査所の 四

名名号日号間

区番期 者

平第公

分

株 遊

示 成 式 技

の 機ア会

日 年 のニ社

認マ三４

成

定ル洋月号平

及パ物

びラ産日

氏

のス月

式イ４

型ダ年

名行地類

氏住を在種 期
愛株代愛ぱ

日号間名所

示知式表知ち

平第公

成

の県会取県ん

日名社締名こ 年

古三役古遊 ４

金市機

月号平屋洋屋技

成市物
千産沢千 日

今求今

４区要区

年種種

号

住を在種区番 者 氏

月

所名行地類分名名
株 株代愛ぱ遊

式 式表知ち技

会取県ん機ア会

社締名このニ社

定ル洋

三役古遊認マ三

物金市機及パ物

洋屋技

イ

種型ダ

産沢千びラ産

氏 期 者

求今のス

要区式

分名名号日号間名

区番
平第公愛 株 遊

示知 成 式 技

の県 機ア会

日名 年 のニ社

古 認マ三４

成市

定ル洋月号平屋

及パ物

千 びラ産日

月今

式イ４区

型ダ年種

を在種
のス

月行地類 二
十愛ぱ 日

屋技

古遊

名こ

県ん

知ち

金

千
市機

曜

区
種

日今

検

３

関ら

にか

等）

定３日

第
条
６
第
則
規間

る年

す

池池
１

か目目

）丁丁

日三二

３番番

ら９
年
間号号

関

目に

丁等

二定７

池検
る

番す

１

池

第
条
６
第
則

号規

検
にか目

等）丁

定６日三

す３番

関ら９

る年

二
池

第
条
６
第
則
規間号

番
１

目
丁

イ
号
１

号

型

造事
製う型式の概要

所技技式

又業遊遊型製

概要検検検検又代

造 は

製型申名 定表 定定は

の

年有 造式請称者 定の 型

イ
号
１

事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申

イ
号
１

有

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

定は
検又代

年 造 は所技

の機機試

請称者

申名表

番 者

査所のの験 式業 検
地類分名名号

を在種区

行

株 群ぱ遊

式 馬ち技

県ん機フ会

桐このィ社

市技定バ共

生遊認ー三

町型貴

野び兄

境機及ー

のび 番効 式業の 試者及
所名

番氏住 期 者氏 月 験

群株代

名名号日号間名

平第公 シ株

示馬式表 成 ン式

の県会取 ド会

日桐社締 年 バ社

生三役 ッネ４

成境毒

ドッ月号平市共

ト

野島 日

効の 者及検の機機

年町

区 期氏 のび査所のの 番

名行地類分

氏住を在種

大株代兵回遊

号間名所

示阪式表庫胴技

第公
の府会取県式機

日堺社締尼遊の

市ネ役崎技認

国東及

号平旭ッ市機定

丘本本び

成ケト

業 検の機機試

年北町型

区番 者月 査所のの験 式

地類分名名号日

を在種

平

行
栃回遊バテ

成 木胴技イク

県式機パノ

年 下遊のーコ

賀機定シ月

都技認ー４

郡及ン

の 者及

木型式

野び株日

テ代

名所名

氏住氏 のび
台コ締

都ノ取

京ク表

東
株田

台ン河

区シ
東ー役

三式
東

六式
定

目検

丁の
等

６
第
則

規
る
す
関 地に 番

目
月丁行

４六秀

日

３式

間
年
３
ら地 か番 ）

目検

月１司丁の

４町幸

丁

定 日４
ら号関

か５に

）番番等

会

６
第

則

間規

年る

３す

等

南定

字検

大の社

町式
関

塚に

赤

す

丁会節

６
第
則

地規

番る

番
６

目社子

号

一
五
四

条

号
２
第

条

イ
号

１
第

条

号
２

第



検検又代製う平

定定は造事成 申名又業 表

十 請称は所 者 の

三

の 者及検の 有

年 のび査所 効

四

北 海

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

道 公 報

は造

要検検検検又代製

定の 型申名又 定表 定定
者及検 年有 式請称は 者

月 験のび査 番効の 試

第

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

の式業 の 者及検の機機

のび査所の

号

効

年有
定の 定定

検検検

氏住を在 期氏 月番

月 間名所名行地二
十 公東ア代鳥栃千日

県県県

示京ル表取木葉

江株締米小四

の都ゼ取

東式役子山街

日
平区会市市道金

田井鷹

成有社岡和荒市

明田曜 の 年三町

台 ４丁和日 番一

日号

在種区番 者

月目生

平第

地類分名名号

千回遊サア

成 葉胴技ール

県式機フゼ

年 四遊のト株

街技認リ式４

道機定ッ会月号

市及プ社

氏

一の

台式

の型

鷹び日

間名所名行

番氏住を 期
第公東ア代鳥栃

号日号
平

示京ル表取木 成

の都ゼ取県県

日江株締米小 年

東式役子山 ４

岡和荒

月号平区会市市

成有社
明田田井 日

年三町
番 ４丁和

住を在種区者 氏

月目生

名所名行地類分名名

氏

ナ式

大株代佐回遊ハ株

式機ハ会

阪式表賀胴技

締小遊のナ社

府会取県

大パ役城技認－パ

東社

イ 阪イ郡機定

口津びニ

市オ野牛及オ

三大式

田ア町型ア

長ニ

公

日号間
期

１次字の

中
示

平第
成

の
日 年
４

成

月号平

日

地 月
４

年

１番丁
番

）地１

日番地目

か

等

目定

丁検

間
年
３

ら地

第
則
規
る
す

地関

番に

１
地

第
条
６

１番

）地
日番地

か

目砥定

丁下検

間
年
３

ら

川等
る

２地す

地番関

番１に
第

条
６
第
則
規

１

間
年
３
ら

か
）

日

の政約政。道道

次契と

ず結行を

令令 い締が税

れのう滞

第第

にた指納

２

号
２

又定契資物

等規資

品に
品
定物等

特る格 品 はす

定１ 北

地にる 海

よ平資平者 道

り成格成に

方
警

必

自

及 、 察治
一年び年要 本

般４調度な

法
部

競月達に資

施
告

型定定

概要検検検

号
２

年有 造式定の 製

技技
遊遊型

型式の

競て のの もめ名し 条条

第第 当必争い ４４ 該に

るな札者 １２ す要入る
関な にの こ同にで 項項

定定 。をすい 規規 と意
るよ
て指と すに
得るこ

者停 競
るを 者り

い名。

類件

のの種 務等要 の 役

い運

手は
達類

調種約格

成シ転う転

続、平成運
ス免。免

の
特に

ム証証

例定年テ許）許
成

定る月の作作

をめ４
の日貸シシ

めも３賃成

をお格

行

る

争 示令
入日すいは 第

札るて、 昭
に物道 号

参品がに

和
政すの結め

年加等締定

者類よも

令る種しる
すし

。必とと

号にうの

番効 業試

下なる、

以要

名号日号間

番期 者月 験

道

平第公 ア

警 示 成 ル

の ゼ

日 年 株察 式４

会月号平

本 成 社

日

分名

種区
のの式 機機

年

式機キ

胴技ッ

回遊ピ

類

プ

機定ン

技認バ

遊のー

さ 成入
は止 未争 型

び
及

、
れて 者へ
まれ 年札
含

い 保加
いな 参 被
ない の

）こ 佐を
。

一 でと 人排

五 な。 又除

五

い
と 補て

こ 被れ
い はさ

テテ

政とに借スス

。 助

る般約ムム

令す一契

貸

成争賃賃

平。競のの

政の契 年札借借 ７入貸

を資 第告の 令公約

行格

っ 号
当

た以 ）

資

め約

令を定契

政格に該
契よ

とめ海るに

」定北

に調 う。警約り

いた道

第部るを ）本係達 。察
長一す
般る
争方 の

山競地 条

部

月
４

告

）
日

示 等
定
検

の
式

間
年
３

ら
か

人る

６
第

則
規

る
す

関
に

、こ

てい

っな

あで

で者 転 ２

運下 第

と

証」 ２

許格 第

免資 条 １

札共 第

田入公 ５

号作

に団

規す物

廣加の の

参体 項 号
２
第

条



６

格再再し格

アイウ成資
申有 申 資中を企申たの

組し請効 請

格小有業請

有業る合よ書期

を企す

及 方 す等者又う類間

の

る協ではとを

北 海

５

資申再次行

たアイ資を
こ 申 審 格請提提のう

格
先ずと 請 査 出 審書出い
の のをのれが の 先 査類

申 名事 申提所かで 再 の

請出在にき

道 公 報

４

中びて格申資申

及め資

審 請請

済小協い審格

経
業組との査

産企業る査

申

局等合き申の のの 業

あの請
時方 長協に。請

が同

第

年い及

３

法 結資中以てび

達、に 格律 小 し調下は

企 、

業 か物中当掲 要

る ） 等 つ品件小該げ 号
業小資 第 の協 、等企中

実保等企格 特３ 同 誠の

号

平。過
と

平成去

成２
十年年
三４間
年月に
四

者同あ協法す提び

１お

者し該

の組る業る出当

該の合はな期

当合も組

４れの

資企にで、け間

組るるのば更

格業限あ

な新

に
を）格のら手

係合。資

請い

営除をを申な続

る
を。更す書。

業く変有

地請由該る
相）しる類

次こす

、る当。

はす称

掲に海海者

にと北北る

るり警札引

げよ道道で

請わ本市続

申行察幌き

類け交稲資

書な部手き

提ば部曙を

のれ通区格

て期、

行組っ時期は法

、び成

官法は及平

う合
公第
需３設方

月

格第の４

適条立法年

組４際

合号に
をら

証掲格か

のに資日

業要 条 組

をる有５

明げ

点同等件 第 合 に守例協

行検組協は １ 法 履

組適 第 昭 しが合同、 項

者能と合用 ７ 和 た可」

はな に 年 でない又し 号

るで。協い 掲 法 あ者う

組 る 第 こあ）業。 げ 律

とる及

。こび合 協

と中が 業 号

月日い

二現て

十在、

日

おの

に１

、定

てに

い

金

転る

運め

曜

許約

免契

日

もで提

続でた者の

証と

資の先

合るのそ出

、あ

当

はを成、

又格構に

併
る変提

渡すを該

譲有員

の

りでし先

よ者更出

に
構の示

継のも指

承そた

ら転条よ

出な運５得

し

い許丁と

にな免４う

先
該験１る

当。試目す

、

、

先は

出１の

提課－も

月

よ査

に審

示格

指資

の

組者日

す業る７

有企す

きあで

と合でま

る

のに

下も間

。以るの
れ

組成け

業構な

企がし

組 ）

と過な

」のば

合員

業い ３
企の 合 第

。小次
か 規

体れ 下 に
団ず 以 条
の

組 る
織該 業 す

組に 協 定
する 」 小
関す 合 中

に当
う 等
法き い 業
ると と 企

スび

シ及

成類

作種

律は

貸ぼ

賃ほ

のを

ム模

テ規

んる

営す

をく

業じ

事同

り

者員よ

た成に

２３

資作

の平道道平件こ

入次条
一
の にい成が内版付

札

行に入 参ず

判競
札 加れ年うお２般

申

作再

りの

すに北指い

１

し請

成

札 成調調納納

平入
達北達
のす 付入入 年を斗を に

な

い半ら

月る安る

４す

）占。

。をい

う数

北

次

２

海

の

２

道

と

平の入平

警

お

成事札成

察 項に

り 本

一

年を参年

部

般

４次加北

告

、 。 協

月のす海

和の 組に
昭２ 同）
つ 合

に 北

平改

７

海

成正 道

す

資資

警 有資格

年る 察

北。

効格格を

本

海 期は有

部

道 間、のす

告

こ締

るを

い約

で契

１る

ののる

格格係

資資に
約

名て２争
は 効般 有有一

該道競印色入
、 るも海

方 に当告争刷機札
地 者

上加
自 必す示入す以参

にこの資
治 要る第札る

法 なこ

格の施 資と号関と規格

る可の審行 格。にすが

定指能印査令 規

和 るをこ機昭 す名な刷

印停とを

物全物

す
る期場 品

成仕限所

の平の 事

日品

様

項名
称

白成約

び版平契

及年等

担

数
量書入

明月等

説６者

」札年当
の 書

競 示 よる道

争 第

入

日う者警

にに察

札 号

め要部

改必本
格第

。資示下

るな告以
入

警 の

定い

規と

に」

号札

示

察 更
の喪者

第 が

本 新に失２

部 号

す第

る定示

め規告

定に

契
約る

係格

に資号

効

のに調

も件定

る要特

、札

間は入
間争 期
期競

す定
有決
を札

格落
資の

。有

めで
認ま
と日

るの

刷止

こ令 のれる政 物さす年

造いと第 製て
のな。

下

をと以

格こ。

資い号

す
有。

に日指

と」

こ令

る政

海場

北。る

るす

よ定 冊 すう

山
長
部

本
察

警
道所

海を実

北格を

資）

る。
。

察るる

警すす

道有施

で該達

山
長。

部と

本こ

係

たなに

るし約

あ当契

と札

有と入

、こる

めい

のた告

間っ公

期なの

効

と

はは一

新きの

更と）

あ
が
知
通。

のる
旨す
た

っ

一た

五日

六

）
。
う

い

。と

の
１
ら

か

田

第

田

廣

わ格次

行資を

、、部

廣

。

。うう

い失よ

なをの

契
る
め

定
に



８

郵電札交交

入

平 便報説

成

付付 にに明

十 よよ書

三 るるの

年 場方 入入交

四 札札付

北 海

６７

入保和る郵
と便 入以証入
北ろ等 札下札 札金年こ

保 にを

道よ 保証 消 参納海にに

税 しす規る
よ 金 費 加付
等 よる則。 証る の

道 公 報

５

海話札入入開開

北電入
札札札札 警号行

道番執

察の
場 本

及場日場日 部－所

総

第

４

申査道
約 審海

イウ契北

書行幌 請項 請を札
条 申

す

のた中 示 の類っ市 を

提と央

号

者かア

はの
を請 ５ア査 の、審申 条

し のウ請 ２の ら申 のか
ま

月 ははに

二 認認関所法

十 めめす

日 ななる
海海話の

いい事北北電
警号所

道道番場

。。項
札

金 幌察で
交 市本

曜

す

中部－付

央総

日 る

付 」 うこ第入 納

－ 区務

札 の と 金とと

以
除 う る。

免 い す。号
付 相 、

納 ） は下
、 。 者

者規
法 額 の務

方 当 そ財
、 む 見」

は 含 の則
等 を

政 。 積と

び

部日所時所時 － 務

時 会
計

海海成にに 内 課北北平
同同 線道道
札警年じじ

幌察５。。

市本月

中部

出き区 場 方

区階
央１日

西

審条

、２

法先は所北

海話結７

申け郵北電査

書ば番道番果丁

請れ便
ら察申

類な号警号を目

の

請 本 提な

に

出い－部－者

総 先。

通 務－ の

れ ににけ期 定でな 規時
成 条るな平 るめば よ定
件
とら
こな

月 般
に。４ 一

ろい年 付
競
よ
り

北部。

２か 入
、日 争

２会
丁線 ７内 西課

条計
目

た。
第 の っう

令 ） もい

契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る 及

入午

地ま 務 以
び条 財 額

西時

条室９

２札前

北
７

指部知

目
丁分

す 示北広

る

り札内 よ道課。

に海報

作幌線

成市

し中

類条

書２

請北

申区

た央

５ で
のら 札

を西

日 の
び２ る
及月 あ

る 札
げ 入
掲で 、
にま で

す よ
有 し
を 加
格 参
資 に

定 入
消の 則 の
方で 規 上
費
税札昭め

、

入入は

のの細

ここ詳

及に入

札札

約名所

税相者契

イアイ

関

業す札あに

事当落で

７

で金とかす

者る者る

な
し目

出丁

提

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額 の時決 る額加金

の

るう
ど す
か と
る う

入等

９

札

札約 務入

落財て契
っ

の 則 者書 規

け説

びお札

効作 第有 の

、札に

は入書

約る明

契
、
手は。

達行る

調執よ

在

等行
止で

停開
の公
続

るをっ申事

あ額なをる

者出を称地

か入たし務

、こ当

税書はる担

免札
業記落とす北郵電

事に

番番

者載札。る海便話

定織警号号

です決組道

るこ後の察

ある
かと速名本

）

に定

を。や称部－－

当 及係たを

おに 札にし

消額っ

てた びる金も

い
２て の費て

、っ 他こ
告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、
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